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納涼会
〜退任された前理事にもご参加いただき賑やかに開催

スチック工業会会長として活躍され、団体会員の
長として理事会に参画いただいた安齋由二様には
記念品が贈呈されました。
　記念品の贈呈終了後、山下副会長の乾杯の音頭
で納涼会が賑やかに始まりました。
　その後、元理事の皆様からは、理事時代のご苦
労の思い出なども交えてご挨拶をいただきました。
　ご挨拶が終わり、今年の通常総会で新たに就任
された原田副会長からもご挨拶をいただきまし
た。20時、肥後副会長の中締めにより納涼会はお
開きになりました。

　令和 5年 7月13日（木）18時より三笠会館 １ F
のイタリアンバール　ラ ヴィオラにて、恒例の
納涼会が開催されました。例年 5月の通常総会で
退任された理事をお呼びして開催していました
が、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響で令和
2年以降開催を見送っておりましたが、今年よう
やく開催することができました。
　住田会長からは納涼会開会のご挨拶がありまし
た。その後、理事を14期28年務められた曽我部上
様、理事を10期20年務められた大塚一郎様に感謝
状と記念品が贈呈されました。また、福島県プラ

表彰されるお二人
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　令和 ５年 ６月 ８日（木）千里阪急ホテル（大阪
府豊中市）において全日本プラスチック製品工業
連合会の第６２回通常総会が開催されました。
　通常総会では、大野泰昭会長の開会の挨拶に続
き以下の議事がなされました。　
　　
　　第 １号議案　　�令和 ４年度　事業報告（案）

承認の件
　　第 ２号議案　　�令和 ４年度　決算報告（案）

承認の件
　　第 ３号議案　　�令和 ４年度　収支差額処分方

法（案）承認の件
　　第 ４号議案　　�令和 ５年度　事業計画（案）

審議の件
　　
　なお、令和 ４年度の当連合会運営方針として、
専務理事から『新型コロナウイルス感染症はやや
収束の傾向を見せてまいりました。私たちの生活
の中では、マスクの着用制限が解除されるなど
徐々に感染対策の見直しが行われつつあります。
また、今後新型コロナの感染症法上の位置づけが
「 ２類相当」から「 ５類」に見直されることもあり、
まだまだ感染終息へ向けての足取りは重いものと
思われます。ロシア・ウクライナ問題もまだ解決
には至らず、それに起因したエネルギー高や、原
材料高は当面続くものと思われます。とりわけ私
たちが業種柄多くを依存する電気の価格がさらに
高騰する様相を呈しています。
　こうした中で、昨年プラスチック資源循環促進
法が施行されました。今後は今までにも増して
SDGs やカーボンニュートラルを十分に意識しな
がらものづくりに取り組む必要があります。こう
した状況を踏まえ、当連合会は会員間の意思疎通

と情報交換を図り、具体的な要望事項等を国並び
に諸機関へ働きかけるとともに、傘下の会員企業
の経営効率、技能・技術の向上及び人材育成等に
有効に対応すべく、以下の事業を推進し、連合会
の設立目的の実現に向けて努力してまいります。』
との説明が行われました。
　
　通常総会ですべての議案が承認されたのち、経
済産業省素材産業課の岸田学課長補佐にご参加い
ただき、講習会と意見交換会を実施しました。岸
田課長補佐からは、懸案となっている特定技能資
格にかかる進展状況をはじめとした経済産業省の
施策についてご説明いただきました。また、ご説
明の後、意見交換を行いました。

会長職を賜りまして、早いもので １年が経過しま
した。任期のあと １年皆様のご協力を得ながら、
誠心誠意努めさせていただきます。
　上場企業の２０２３年 ３ 月期は純利益の合計が、前
期比 １ ％増の３９兆８８１億円と ２期連続で最高益に
なりました。資源高を追い風に商社が好調、経済
再開で空港や鉄道・バスが黒字展開するなど、非
製造業がけん引したそうです。一方製造業は苦戦

ご挨拶される大野会長

全日本プラスチック製品工業連合会
通常総会が開催されました

　続いて、隣の会場で
懇親会を開催しまし
た。大野新会長からは
以下の挨拶がありまし
た。
　『ただいまご紹介い
ただきました大野でご
ざいます。正副会長
会・通常総会・情報交
換会と長時間大変お疲
れ様でございました。

安齋様への記念品の授与 山下副会長の乾杯と納涼会の様子
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ご挨拶される岸田課長補佐

が目立ったそうです。化学などが世界経済の減速
による、需要減の打撃を受けたそうです。２４年 ３
月期予想は、純利益が前期比 ２ ％増え、 ３期連
続で最高益を更新する見通しだそうです。
　さて、お話は変わりますが、会長として次の ４
項目を目標にさせて頂きました。目標に対しての
実績を振り替えたいと思います。
　一つ目は会員の増加です。結果は８９４社から８９０
社で、 ４社減少になりました。引き続き会員増加
に努力したいと思います。
　二つ目はプラスチック業界も、特定技能制度の
対象に認可していただくように、経済産業省に働
きかけをして、会員企業の採用難・人手不足を解
消していきたい件につきましては　自民党の外国
人労働者等特別委員会で、「技能実習はやめ、特
定技能の業種を ３分野から全１２分野に拡大する」
方向で調整に入りました。ここは注意深く見守る
必要があると思います。
　三つ目は海外プラスチック製品製造業との交流
ですが、ドイツ Tec Part（ドイツ工業用プラス
チック製品協会）という協会名がわかり、今問い
合わせを始めたところです。
　四つ目はプラスチック資源循環促進法ができ、
今後は環境に配慮したモノづくりを目指していく
必要があると考えています。同法は「プラスチッ
ク製品の設計から製造、使用後の再利用まで、す
べてのプロセスで資源循環をしていく法律」です。

私たち製造業者は、設計段階からゴミを出さない
よう配慮するとともに、製品の回収や再資源化を
率先して行うことが求められています。
　しかし、我々プラスチックメーカーだけだと製
品の回収や再資源化が難しい面もあるので、植物
由来のプラスチックとか、海水に溶けるプラス
チック材料を率先して採用することにより、プラ
スチック資源循環促進法を少しでも取り入れたい
と考えております。
　以上四つの目標の実現に向かって、あと １年間、
全日本の会長をさせていただきますので、本日ご
列席の皆様方のご支援・ご協力を重ねて申し上げ
まして、私のご挨拶といたします。ご清聴ありが
とうございます。』

　大野会長のご挨拶後、ご来賓としてご参加いた
だいた経済産業省素材産業課課長補佐の岸田学様

事 務 局 レ ポ ー ト
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

■第404回　理事会議事録
１ ．日　時　　令和 ５年 ７月１３日（木）　
　　　　　　　１６時１０分〜１７時

２ ．場　所　　銀座フェニックスプラザ 3階会議室
　　　　　　　東京都中央区銀座 3 – 9 –11
　　　　　　　紙パルプ会館 ３階
　　　　　　　　電話03–3543–8118
　　　　　　　
３ ．出席者
　　住田　嘉久　　山下慎一郎　　原田　裕司
　　大野　泰昭　　嶋田　修二　　石川　忠彦
　　内藤　隆夫　　平塚　隆文　　伊藤　宏使

　　曽我部　大　　植田　好司　　河合　清美
　　小菅惠美子　　佐藤　　昭　　福田　晴通　
　　腰越　　稔　　平田　照雅　　内山　三男
　　長谷川矩之　　八尋　一恭
　　　　　以上出席理事20名（理事総数35名）

　　野邊弘一郎　　
　　　　　　　　　　　　　　以上監事 1名

４ ．住田会長ご挨拶
　本日はお忙しいところ第404回の理事会にお集
まりいただき有難うございます。
　各地で異常気象による水害が発生しており、関
係各位で被害にあわれた方々に心よりお見舞い申
し上げます。また記録的な暑さが続いております。

にご祝辞をいただきま
した。
　ご挨拶の後、住田嘉
久副会長（東日本協会
会長）の発声で祝宴が
開始されました。
　最後は岩﨑能久副会
長（西日本協会会長）
の中締めで懇親会を終
了しました。
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本日も体調管理には十分気を付けて頂きたく、よ
ろしくお願いいたします。フォーブスに「たった
5品目の禁止で「プラスチックごみのない海岸」
は実現する」という記事が掲載されました。この
話題は喫煙される方には耳の痛い話かもしれませ
んが、インパクトのある数字が発表されておりま
すので、ご紹介したいと思いますので、何卒ご容
赦ください。記事では最も一般的な 5つのプラス
チック製品の使用を止めれば、ビーチや海岸に打
ち上げられるプラスチックごみを年間140万トン
も削減できる可能性があることが、新たな研究で
明らかになったそうです。「タバコ吸い殻のフィ
ルター」「プラスチックストロー」「使い捨てのス
プーンやフォークといったプラスチック製カトラ
リー」「プラスチック製の買い物袋」「発泡スチロー
ルの食品容器」という 5品目の使用を全米で禁止
すれば、毎年4500億個ものプラスチック製品が削
減されるという。これを重量で表すと、プラスチッ
ク140万トンに相当する。さらに別の言い方をす
れば、米国で毎年使用される使い捨てのプラス
チック製品とプラスチック包装が、 1人あたり
1000個分、減少する。国際海岸クリーンアップは、
オーシャン・コンサーバンシーが呼びかけている
海岸ゴミの清掃活動で、1986年にスタート。世界
中で毎年同じ時期に実施され、集められたゴミに
関するデータが収集されている。研究リポートに
よると、1986年から2021年までに国際海岸クリー
ンアップのボランティアたちが回収した吸い殻は
5900万個以上、食品包装は2800万個以上、ペット
ボトルは2100万本以上だ。タバコの吸い殻に関し
ては、公共のビーチや公園で喫煙を禁止すること
が、海洋汚染を減らす上で最も効果的だとしてい
る。吸い殻によるプラスチック汚染を削減する別
の方法が、使い捨てフィルターの使用禁止だ。タ
バコのフィルターは、プラスチックの一種である
セルロースアセテートでできており、コンポスト
内でも 7年から14年間は分解されないという。
オーシャン・コンサーバンシーの海洋プラスチッ
ク担当バイスプレジデント、ニコラス・マリョス
は今回の研究結果について「第一歩はとても簡単
だ」とマリョスは続ける。「最大の原因を流通さ
せなければいい」といっておりますが、私はここ
の部分は反対で、プラスチックは生活するうえで
なくてはならない素材です。使用したプラスチッ
ク製品を投棄せず、循環させる仕組みと扱う人間
のモラルの向上が必要だと考えます。
　最後になりましたが、本日も円滑な進行をお願
いしまして簡単ですが、ご挨拶に代えさせていた
だきます。

５ ．専務理事より定数の報告
　事務局より理事数35名のうち出席理事は20名で
あり、定款第33条の規程により過半数の理事の出
席があり、本理事会が有効に成立している旨の報
告がなされた。
　
６ ．議長選出
　定款第30条の規程により会長が議長に選出され
た。

７ ．議事録署名人
　議長は、定款第34条により、同人と出席の野邊
監事に記名捺印をお願いし、了承された。

８ ．議　　事
議題 １．経過報告（前回理事会以降の主要行事）
　以下専務理事から説明を行った。

　（1）役員会等の開催　
　　 5月18日　第55回通常総会� 上野精養軒
　　 5月19日　第194回幹部会� 上野精養軒
　　 5月19日　第403回理事会� 上野精養軒
　（2）部会・委員会の開催
　　①　技能検定運営委員会
　　 5月30日　前期技能検定首席・事務局会議
　　　　　　　　　　� 東京都職業能力開発協会
　　 6月 2日　水準調整会議� 板橋校
　　 6月17日　実技試験説明会� 板橋校
　　 6月17日　樹脂替え確認� 板橋校
　　 6月24日　金型トライ� 板橋校
　　②能力開発推進員会
　　 6月24日，25日　
　　　　　　　�技能検定学科試験受検用対策講座
� 板橋校
　　 7月 1，2，8，9，15，16日
　　　　　　　�技能向上講座「射出成形樹脂替え

と成形不良対策」� 板橋校
　　③製品技術部会
　　 5月12日　通常総会
� 銀座フェニックスプラザ
　　④青年経営研究会（JPO）
　　 5月26日　JPO役員会
� Nick&Noojoo 新橋本店
　　 6月21日　JPO役員会
� 串あげもの　旬 s 丸の内本店
　　⑤ＡＰＭ会
　　 6月16日　第190回例会
� アスレチックガーデンゴルフ倶楽部
　（3）支部会等の開催
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　　 5月22日　長野県プラ工業会総会
� 　ホテル信濃路
　　 5月26日　茨城県プラ振興会総会
� 　ホテル東雲
　　 5月26日　群馬県プラ振興協会総会
　　　� 森秋旅館
　　 5月27日　同親睦ゴルフコンペ
� 　　　　　　赤城ゴルフ倶楽部
　　 6月21日　埼玉県プラ振興会総会� 埼玉会館
　　 7月 3日　墨東支部会� 東武レバントホテル
　（4）全日本プラ連合会
　　 5月26日　中部日本協会総会
　　� 名古屋ガーデンパレス
　　 5月30日　西日本協会総会
　� ホテルロイヤルクラシック大阪
　　 5月31日　技能検定推進委員会情報交換会
� 　　　　ホテルメトロポリタンエドモント
　　 6月 8日　全日本プラ連合会第62回総会
� 　　　　　　　　　　　　 千里阪急ホテル
　　 6月 9日　 3地区協会親睦コンペ
� 　　　　鳴尾ゴルフ倶楽部
　以上議題 １について諮ったところ特に異議なく
了承された。

議題 ２．会員の入会・退会承認の件
　以下専務理事から説明を行った。
　（1）入会の部
　　正 会 員　 1社
　　　会 社 名　　シンエイカラー㈱
　　　所 在 地　　�埼玉県さいたま市岩槻区横根

64– 1
　　　代 表 者　　加藤　誠
　　　取扱製品　　�プラスチック着色剤の製造及

び材料販売

　　賛助会員　 2社
　　　会 社 名　　ミャンマー・ユニティ
　　　所 在 地　　�東京都千代田区岩本町1–2–11

渡東ビルディングアネックス303
　　　代 表 者　　北中　彰
　　　業　　種　　ミャンマーの人材送り出し機関
 　
　　　会 社 名　　㈱村上開明堂化成
　　　所 在 地　　東京都千代田区有楽町1–7–1
　　　　　　　　　有楽町電気ビル南館 3 F
　　　代 表 者　　石垣　昌之
　　　業　　種　　�各種合成樹脂原料・再生樹脂

原料の販売、その他機器の販
売

　

　（2）退会の部
　　正 会 員　 2社
　　　会 社 名　　㈱ SBカワスミ
　　　退会理由　　親会社の意向
　　　　　　　　　　　　
　　　会 社 名　　ミネベアミツミ㈱
　　　退会理由　　会社都合

　　賛助会員　 1社
　　　会 社 名　　㈱ミスミ
　　　退会理由　　会社都合

　（3）会員の増減
正会員 賛助会員 計 団体会員

前　回 160社 65社 225社 7 団体
増　加 　1社  2社 　0社 　　 0
減　少 　2社  1社 　0社 　　 0
現　在 159社 66社 225社 7 団体
　以上議題 ２について諮ったところ特に異議なく
了承された。

議題 ３．本日の納涼会の件
　以下専務理事から説明を行った。

　出席状況　　
　本日のスケジュールと役割分担
　
　以上議題 ３について諮ったところ特に異議なく
了承された。

【その他報告事項】
　以下の項目につき専務理事から説明を行った。

①景況について
　日銀短観から
②技能実習制度と特定技能制度
　技能実習制度の廃止のリスクと問題点
　経済産業省からの問い合わせ
③�東京都立中央城北職業能力開発センター板橋校
からの依頼
　プラスチック成形・デザイン科生徒の受入れ
④助成金のご案内（厚生労働省）
　雇用関係助成金、労働条件等関係助成金
　従業員のキャリア形成

　以上その他報告事項について、異議なく了承さ
れた。
　以上予定議案が終了し、議長は１７時、閉会を宣
した。

031117-01[1-6].indd   5 2023/07/31   15:07



6

2023.8.4 東日本APMニュース

安定流動と不安定流動
　射出成形における型内の流れ方は、通常は安定
流動であるが、成形品設計や成形条件によっては
不安定流動になる。図に安定流動と不安定流動の
概念を示す。

　図（b）は細いゲートから高速で射出されると、
溶融樹脂がひも状になって飛び出して流動先端向
かって射出される。ゲートから高速で射出される
と表面が肌荒れした状態（メルトフラクチャ）に
なり、そのまま固化する。その後、流動抵抗が高
まると安定流動になり、ゲート側から溶融樹脂が
充填されるが、成形品表面には蛇行した肌荒れ跡
が残る。これがジェッティングマークまたは
ジェットフローである。比較的厚肉の成形品に細
いゲートから高速で射出するときに見られる不安
定流動である。成形品設計ではゲートを太くする
こと、成形条件では樹脂温度を高めて射出速度を
遅くする対策が有効である。
　図（c）は段差のあるキャビティ内を高速で射
出されるときに見られる湧き出し流れと呼ばれる
現象である。湧き出すように流れて蛇行するため、
射出直後は図に示すようにＡ点やＢ点では型壁面
に接触しない状態で流動して、ある程度充填され
て型内圧が高まると型壁面に押し付けられる。し
かし、この時点ではA点および B点の表面層の
樹脂温度は低下しているので、引き伸ばされるこ
と（分子配向という）で白化して見える。これが
フローマークである。成形品設計では段差を無く
して漸次肉厚が変化する形状にすること、鋭角
コーナにはアールを付けることなど、成形条件で
は射出速度を遅くする対策が有効である。
　図（d）は射出速度が遅いときに、流動先端で
流速低下または一時停止と再流動を繰り返すとき
に発生する現象である。射出速度が遅いと射出中
に流動先端部の流動抵抗が大きくなり、流速が低
下または 1時停止する。しかし、圧力が高まると
乗り越えて流動するため、１つの波が形成される。
このような現象を繰り返すことで、流動方向に対
して垂直に細かい波形の模様（レコード溝マーク）
が形成されると推定される。肉厚を厚くすること、
成形条件では樹脂温度を高めて射出速度を速くす
る対策が有効である。� （案山子）
引用文献：�1）横井秀俊、平野幸喜、成形加工、20（10），

737〜742（2008）

　図（a）は安定流動である。溶融樹脂が金型キャ
ビティ内を流れるときにキャビティ壁面から冷却
されるので壁面と接触する層は非流動層となる。
実際には壁面との接触面は固化し内層は粘度が増
大して非流動になるが、ここでは固化層を含めて
非流動層と表現する。両非流動層の間を溶融樹脂
が流動先端に向かって流れる。流動先端では噴水
が湧き出るように流れるのでファウンテンフロー
と称する。安定流動では、次の挙動を示す。
　①安定した射出速度で流動先端に向かって流動
するが、流動過程で両壁面から冷却さるので非流
動層厚みが次第に厚くなり、その分だけ流動層厚
みは薄くなる。その結果、圧力損失が大きくなる
ので次第に流速は遅くなり、やがて流動停止する。
停止するまでに流れた距離が最大流れ距離であ
る。当然、製品肉厚が薄いほど流動層厚みは速く
薄くなるので最大流れ距離は短くなる。また、材
料の粘度が大きいほど、または樹脂温度が低いほ
ど圧力損失は大きいので最大流れ距離は短くなる。
　②最初に型内に流入した樹脂はゲート近傍で表
面層を形成し、後で流入した樹脂は先端に向かっ
て流れる。従って、後で流入した樹脂は流動先端
側の表面層となる。
　一方、図（b）, 図（c）, 図（d）は不安定流動
である1）。
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http://www.nihon-yuki.co.jp
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URL https://jsw-nyc.jp
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京都市伏見区竹田向代町136
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代表取締役社長　小谷　高代

東プラ健保は加入員の健康づくりを
推進しています。

理 事 長　小林　達夫
常務理事　佐藤　栄一

〒111–0052
　東京都台東区柳橋1–1–4
　電話　03–3862–1051㈹

東日本プラスチック健康保険組合

老後の安定した生活のために

トープラ企業年金基金

理事長　　池下龍一郎

常務理事　江藤　清隆
〒103–0004
東京都中央区東日本橋1-5-13
東京ニットファッション健保会館２階
TEL　03-5809-1581

トー�ラ企業年金基金.indd   1 2023/07/11   16:41

全日本プラスチック製品工業連合会
会　　長　大　野　泰　昭
副 会 長　住　田　嘉　久
副 会 長　大　松　利　幸
副 会 長　岩　﨑　能　久
専務理事　八　尋　一　恭

〒104–0045　東京都中央区築地3–12–5（築地小山ビル1F）
　　　　　　電話 03–3541–4321　Fax 03–3541–4324
　　　　　　URL http://www.jppf.gr.jp

全日本プラスチック製品工業連合会.indd   1 2023/07/14   7:48

東日本プラスチック製品工業協同組合
〜今後とも、会員企業のお役に立つよう　　　　　
　　　下記の事業に積極的に取組んでまいります〜

⃝�各種ユニフォーム・事務服等　　⃝�ETCカード事業
⃝ガソリンカード事業　　⃝�PL 保険、団体生命保険
⃝タオル斡旋、保存食、精米機他　　⃝除菌消臭スプレー

　上記事業を一般社団法人東日本プラスチック製品工業協会と連携して実施して
います。ご用命は下記へ。

東日本プラスチック製品工業協同組合
代表理事　嶋田　修二

電話 03–3541–4321　Fax 03–3541–4324

東日本プラスチック製品工業協同組合　2口.indd   1 2023/07/14   8:09

（一社）東日本プラスチック製品工業協会

共済事業委員会
〜会員のお役に立つ事業を推進しています〜

⃝ETCカード事業
⃝ガソリンカード事業
⃝各種ユニフォーム、安全靴、タオル等斡旋
⃝PL保険、団体生命保険
⃝プラスチック手帳、選別機、保存食ほか

電話 03–3541–4321　　事務局　八尋

共済事業委員会　2口.indd   1 2023/07/14   8:26
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■東日本支店／埼玉県さいたま市大宮区宮町4丁目85-1 〒330-0802
TEL 048（649）6139　FAX 048（64７）９４４６

■中 部 支 店／愛知県犬山市橋爪中島2 〒484-8502
TEL 0568（63）2311　FAX 0５６８（6３）５７７９

■西日本支店／京都市伏見区竹田向代町136 〒612-8686
TEL 075（672）8257　FAX 0７５（6７２）８３９０

https://www.muratec.jp/fs/

ファクトリーソリューション営業部

成形業統合生産管理システム

成形工場生産管理システム

成形業の業務効率を最適化する
ムラテックの生産管理システム

2023年4月1日、ムラテック販売は
ムラテックフロンティア へ社名変更いたしました

ひとは、はたらく。
ひとは、つくる。

いかにはたらき、いかにつくるか。
どこまでも進化しつづけるその課題に、
私たちは、現場に寄り添いながら
答えを出していきます。

かつては革新的だった進化が
今はオフィスや工場の常識になったように、
はたらく・つくるの場は、
ベストフィットするソリューションによって
きっともっとよりよくできる。

次なる時代のはたらきかた、つくりかたへ。
いつもそこにいるパートナーとして
はたらく・つくるの未来を拓いていく。
私たちは、ムラテックフロンティアです。

はたらく・つくるの
明日をひらく
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